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犬
の
い
る
生
活

　

一
昨
年
の
お
盆
休
み
に
次

女
が
何
が
あ
っ
た
か
、ふ
さ

ぎ
込
ん
で
い
る
の
で
犬
で
も

見
に
行
こ
う
か
と
、と
あ
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
へ
行
く
こ

と
に
。

　

生
後
２
ヵ
月
の
茶
色
い
毛

玉
の
よ
う
な
ポ
メ
ラ
ニ
ア
ン

を
発
見
。
さ
ん
ざ
ん
迷
っ
た

揚
げ
句
、翌
日
、そ
の
ポ
メ
ラ

ニ
ア
ン
を
飼
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
名
前
は
ど
う
し
よ

う
と
い
ろ
い
ろ
考
え
、チ
ョ

コ
、シ
ョ
コ
ラ
、オ
レ
オ
な
ど

色
々
と
美
味
し
そ
う
な
名
前

が
候
補
に
挙
が
り
ま
し
た
が
、

昔
み
て
い
た
コ
ミ
ッ
ク
に
出

て
い
た
犬
の
名
前
「
ち
ょ
び
」

に
決
定
！

　

次
女
よ
り
も
私
達
夫
婦
が

癒
さ
れ
な
が
ら
平
穏
に
時
が

過
ぎ
た
12
月
の
あ
る
日
、抱
っ

こ
し
て
い
た
家
内
の
腕
を
す

り
ぬ
け
床
に
落
下
！
今
ま
で

聞
い
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な

悲
痛
な
声
を
上
げ
、左
前
足
を

み
る
と
、関
節
で
な
い
と
こ
ろ

で
足
が
曲
が
っ
て
い
る
？
骨

折
？
さ
す
が
整
形
外
科
医
？！

と
い
っ
て
も
犬
の
骨
折
は
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、夜

だ
っ
た
が
動
物
病
院
に
電
話

を
か
け
ま
く
り
、や
っ
と
治
療

を
し
て
く
れ
る
病
院
を
見
つ

け
骨
折
の
手
術
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

ち
ょ
び
の
左
前
足
に
は
金

属
性
の
プ
レ
ー
ト
が
入
っ
て

お
り
人
間
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
手
術
が
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、毎
日
夕

方
の
散
歩
、ま
だ
ト
イ
レ
も
う

ま
く
覚
え
て
く
れ
ま
せ
ん
が
、

私
達
を
癒
し
続
け
て
い
ま
す
。

次
女
も
東
京
の
大
学
に
決
ま

り
４
月
か
ら
は
老
夫
婦
？！
と

犬
一
匹
の
生
活
が
始
ま
り
ま

す
。
は
て
さ
て
ど
う
な
る
こ

と
や
ら
…
。           （
坂
本
）

は  

り

状
が
変
化
し
た
際
の
対
応
方

法
や
医
院
の
連
絡
先
を
患
者

に
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
な
ど
、
変
更
点
に
つ
い
て

触
れ
ま
し
た
。

　
歯
科
で
は
、「
か
か
り
つ
け

歯
科
医
機
能
強
化
型
歯
科
診

療
所
」
の
施
設
基
準
に
11
項

　
昨
年
「
持
続
可
能
な
医
療

保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め

の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」（
医
療

保
険
制
度
改
革
関
連
法
）
が

成
立
し
、４ 

月
１
日
か
ら
「
紹

介
状
な
し
大
病
院
受
診
の
際

の
定
額
負
担
」
や
「
入
院
時

食
事
療
養
費
の
引
き
上
げ
」

な
ど
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

 　
岩
手
で
「
大
病
院
」
に
該

当
す
る
の
は
、
岩
手
医
大
と

医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
で

４
月
か
ら
何
が
か
わ
る
！？

県
立
中
央
病
院

で
す
。
紹
介
状

を
持
た
ず
に
受

診
し
た
患
者
さ

ん
に
対
す
る
定

額
負
担
金
徴
収

が
義
務
化
（
選

定
療
養
の
義
務

化
）
さ
れ
ま
し

た
。

　

緊
急
の
場
合

や
や
む
を
得
な

い
事
情
が
あ
る

場
合
（
救
急
搬

送
や
公
費
負
担

医
療
制
度
の
対

　

３
月
23
日
㈬
〜
31
日
㈭
に

か
け
て
、
盛
岡
や
一
関
、
沿

岸
で
新
点
数
検
討
会
を
行
い
、

６
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
医
科
で
は
、
坂
本
公
児
先

生
、
角
原
紀
義
先
生
、
事
務

局
が
講
師
を
務
め
、
歯
科
で

は
歯
科
部
会
役
員
が
講
師
を

務
め
ま
し
た
。

　
医
科
で
は
、
今
回
の
改
定

で
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
等

が
、
退
院
日
か
ら
１
ヵ
月
を

経
過
し
た
日
以
降
で
な
け
れ

ば
算
定
で
き
な
か
っ
た
の
が
、

自
院
か
ら
の
退
院
の
場
合
に

限
ら
れ
た
こ
と
や
、
30
日
を

超
え
る
長
期
投
薬
の
際
は
病
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 講師 今井 一彰 氏 

    （福岡市 みらいクリニック院長） 

 総会記念講演 

知られざる生活習慣病 

～口呼吸の怖さについて～ 

 吸気呼気どちらかを口で行う、口をぽか

んと開けてる、こんなことで「やる気の欠

如」「だるさ」を引き起こしてしまいま

す。この状態を、慢性的口呼吸と言いま

す。これが口腔乾燥、歯肉炎、う歯などの

原因となるばかりか、気管支喘息、アトピ

ー性皮膚炎などのアレルギー疾患を引き起

こすことがあります。 

 鼻呼吸は人間の基本的な体の使い方で

す。 

「あいうべ体操」は、簡単で効果的な鼻呼

吸推進の口の体操です。体を守るための役

に立つお話しをいたします。 
 

5月 29日（日）13：00～15：00 
 エスポワールいわて 2F 大ホール  盛岡市中央通り１-１-３８ 

総会 
 12：00～12：50 

記念講演会 
 13：00～15：00 

懇親会 
 15：10～17：00 

※会員の先生方には後日、案内はがきをお送りします。スタッフさん含め、多数のご参加お待ちしております。 
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1．紹介状なしで大病院を受診する際の定額負担
      医科　初診 5,000 円　再診 2,500 円

      歯科　初診 3,000 円　再診 1,500 円

2．入院時食事療養費の値上げ
     260 円　 → 　 360 円　 → 　460 円
　　　　　　       （経過措置）        （2018 年度）

3．患者申し出療養の創設
　患者からの申し出を起点とする新たな保険外併用

療養の仕組みを創設

象
者
等
）
は
対
象
外
で
す
。

ま
た
、
条
例
制
定
が
必
要
な

公
的
医
療
機
関
に
は
６
ヵ
月

の
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
入
院
時
食
事
療
養
費
は
１

食
２
６
０
円
か
ら
３
６
０
円

に
引
き
上
げ
（
２
年
間
は
経

過
措
置
。
そ
の
後
４
６
０
円

に
引
き
上
げ
）
と
な
り
ま
す

（
低
所
得
者
、
小
児
慢
性
特
定

疾
患
児
童
等
、
指
定
難
病
患

者
は
除
く
）。

　
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成

28
年
３
月
31
日
時
点
で
１
年

以
上
継
続
し
て
精
神
病
院
に

入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
で
、

４
月
１
日
以
降
も
入
院
す
る

患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
、
改
正
前
の
告
示
の

規
定
を
適
用
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

（福岡市　みらいクリニック院長）

総会

記念講演会

懇親会

※会員の先生方は後日、案内はがきをお送りします。スタッフさん含め、多数のご参加お待ちしております。

総会記念講演会

盛岡市中央通り 1－1－38

５月 29日（日）13：00 ～ 15：00

　　講師プロフィール
平成７年 山口大学医学部卒業 同大学救急医学講座入局
福岡徳洲会病院麻酔科 飯塚病院漢方診療科医長 
山口大学総合診療部助手 などを経て
平成 18 年 みらいクリニックを開業

日本東洋医学会認定漢方専門医 　
日本病巣疾患研究会副会長　
加圧トレーニングスペシャルインストラクター

県
内
８
会
場
で
新
点
数
検
討
会
開
催

目
の
要
件
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
や
歯
科
疾
患
管
理
料

フ
ッ
化
物
洗
口
指
導
加
算
の

フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
処
置
に

関
わ
る
「
う
蝕
多
発
傾
向
者
」

に
つ
い
て
、
５
〜
７
歳
の
永

久
歯
の
萌
出
歯
が
あ
る
場
合

は
、
従
来
の
「
乳
歯
３
本
以

上
及
び
永
久
歯
１
歯
以
上
」

か
ら
「
乳
歯
３
歯
以
上
又
は

永
久
歯
１
歯
以
上
」
と
緩
和

さ
れ
る
な
ど
、
細
か
な
変
更

点
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
し

ま
し
た
。

届出は４月14日までに―

医
科
・
歯
科
あ
わ
せ
て
６
５
０
名
が
参
加

3 月 26 日㈯　医科　盛岡会場

　
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
が
、
施
設
基
準
が
定
め
ら

れ
た
新
設
点
数
や
、
施
設
基

準
が
変
更
さ
れ
た
既
存
の
点

数
を
引
き
続
き
算
定
す
る
場

合
は
４
月
14
日
ま
で
に
厚
生

局
に
届
け
出
を
行
え
ば
、
４

月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
算

定
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、

改
正
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

漏
れ
な
く
届
け
出
を
行
い
ま

し
ょ
う
。



①　ASP によるチェック
　はじめに、ASP（事務点検プログラム）で、患者氏名、傷病
名など事務的な誤りがないか点検します。

②　電子点数表
　次に電子点数表でレセプトの請求内容が算定ルールに適合し
ているかをチェックします。

③　チェックマスタ
　診療報酬の算定内容の適否に関するデータベースのチェック
マスタで、傷病名と医薬品の適否、医薬品の用量の適否、診療
行為の適否などについて点検します。

④　点検条件
　最後に、チェックマスタに設定されていない算定に関する適
否の基準や支部独自の申し合わせ事項を入力した「点検条件」
でチェックをします。

　疑義があるとされた項目は電子付せんの貼付が行われ、職員
による審査事務に回されます。さらに医学的判断が必要となる
ものについては、審査委員の審査となります。

　特に問題になった医学的項目については、委員の過半数以上
の出席のもとに開催される審査委員会において検討・決定され
ます。実際の審査は担当する個々の審査委員が行いますが、最
終的には審査委員会という合議体で決定し、結果に対する責任
も委員会全体が負います。
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コンピュータチェックで
査定点数増加

支払基金の電子レセプトの審査の流れ

　
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
が
、
診
療
報
酬
改
定
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
確
認
の
意

味
で
、
支
払
基
金
で
ど
の
よ

う
な
審
査
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　
岩
手
に
お
け
る
電
子
レ
セ

プ
ト
の
普
及
状
況
は
、
医
科

で
98
・
２
％
、
そ
の
う
ち
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
請
求
は
79
・

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歯
科
で
も
電
子
レ
セ
プ
ト

の
普
及
は
95
・
５
％
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
は
27
・
７
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
①「
支

払
基
金
」
平
成
26
年
度
事
業

概
要
よ
り
）　

　

③
チ
ェ
ッ
ク
マ
ス
タ
を

活
用
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
対
象
と
な

る
医
薬
品
や
診
療
行
為
を
順

次
拡
充
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

支
払
基
金
で
は
、
突
合
・
縦

覧
点
検
を
着
実
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
職
員
の
審
査
事

務
能
力
の
向
上
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
職
員
は
そ
れ

ぞ
れ
専
門
の
診
療
科
の
審
査

を
受
け
持
ち
、
研
修
を
受
け
、

医
学
的
判
断
を
要
す
る
審
査

事
務
能
力
の
向
上
を
図
り
、

審
査
委
員
と
の
連
携
が
強
化

さ
れ
て
い
ま
す
（
図
③
）。

　
ま
た
、
診
療
報
酬
点
数
表

告
示
及
び
留
意
事
項
通
知
で

規
定
さ
れ
て
い
る
算
定
ル
ー

ル
の
全
体
像
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
状
況
を

把
握
す
る
た
め
、
算
定
ル
ー

ル
を
抜
き
出
し
た
チ
ェ
ッ
ク

箇
所
の
分
析
を
平
成
23
年
度

か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
診
療
報
酬
点

数
表
等
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク

状
況
は
表
①
の
通
り
で
す
。

チ
ェ
ッ
ク
未
実
施
箇
所
に
つ

い
て
は
拡
充
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
基
金
本
部
及
び
支
部
の
④

点
検
条
件
の
登
録
数
は
、
平

成
23
年
７
月
審
査
分
で
は
、

７
万
２
７
４
８
項
目
だ
っ
た

の
が
、
平
成
26
年
９
月
審
査

分
で
は
、
11
万
４
８
９
５
項

目
（
57
・
９
％
増
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
医
科
電
子
レ
セ
プ
ト
の
一

次
審
査
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

チ
ェ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
査

定
さ
れ
た
割
合
は
平
成
22
年

５
月
〜
平
成
23
年
４
月
審
査

分
の
平
均
で
40
・
２
％
だ
っ
た

の
が
、
平
成
26
年
５
〜
９
月

審
査
分
で
は
56
・
３
％
と
、
査

定
割
合
は
増
え
て
い
ま
す
。

　
岩
手
で
は
、
平
成
26
年
度
の

査
定
件
数
は
前
年
度
と
比
べ
、

突
合
・
縦
覧
点
検
分
を
含
め

12
・
９
％
増
加
、
査
定
点
数
は

18
・
７
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
減
点
や
文
書
通
知
を
受
け

た
場
合
、
そ
の
内
容
が
審
査

録
に
記
載
さ
れ
ま
す
。
放
置

し
た
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
以
後

の
審
査
委
員
か
ら
「
反
省
な

し
」
の
烙
印
を
押
さ
れ
か
ね

ず
、
ま
た
、
減
点
後
、
遠
慮

し
て
萎
縮
し
た
診
療
を
行
え

ば
「
非
を
認
め
た
」
と
取
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
査
定
内
容
に
疑
問
が
あ
る

場
合
は
、
電
話
照
会
を
す
る

な
ど
、
同
じ
よ
う
な
査
定
を

繰
り
返
さ
な
い
こ
と
、
査
定

減
点
に
納
得
い
か
な
い
場
合

は
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
診
療
報
酬
改
定
で
対
応
が

求
め
ら
れ
る
時
期
で
す
が
、

青
本
の
算
定
要
件
に
則
っ
た

請
求
、
保
険
診
療
の
正
し
い

知
識
の
基
本
を
押
さ
え
た
上

で
、
請
求
の
際
、
気
に
な
る

場
合
は
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
る

な
ど
少
し
の
工
夫
を
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
直
接
聞
き
づ
ら
い
こ
と
や

疑
問
が
あ
っ
た
場
合
は
、
協

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

図①　岩手の電子レセプト普及率

審査の流れ

オンライン　　　電子媒体　　　紙媒体

図③　審査委員と職員の連携強化
区分 チェックポイント

総　　　　　　数 チェック実施 チェック未実施

医　科 13,571か所 9,335か所
（68.8％）

4,236か所
（31.2％）

歯　科 4,579か所 3,207か所　
（70.0％）

1,372か所
（30.0％）

表①　平成 26 年度　診療報酬点数表等の算定ルール
　　に対するコンピュータチェックの状況

図②　電子レセプトによる審査の流れ

点
検
項
目
激
増

納
得
の
い
か
な
い
場

合
は
再
審
査
請
求
を

支払基金と国保連（全国平均）の査定率の推移

支払基金の査定率（点数）

国保連の査定率（点数）

20 年度 21年度 22年度 23年度 24年度

支払基金 査定率（件数） 0.848％ 0.847％ 1.083％ 1.004％ 1.133％
査定率（点数） 0.197％ 0.200％ 0.217％ 0.237％ 0.259％

国 保 連 査定率（件数） 0.559％ 0.551％ 0.773％ 0.660％ 0.814％
査定率（点数） 0.112％ 0.111％ 0.114％ 0.123％ 0.152％

（注1）件数率＝査定件数÷請求件数　　点数率＝査定点数÷請求点数
（注 2）国保連：平成 10～ 19年度は 4月～ 3月審査分の国保＋老人、20～ 24年度は 4月～ 3月審査分の国保

＋後期高齢（20年 4月審査分は老人保健分）
（注 3）支払基金：平成 10～ 19年度は 4月～ 3月審査分、平成 20年度以降は 5月～ 4月審査分
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「支払基金サービス向上計画」の第 4次フォローアップ（平成 26 年度）より

チェックマスタ

医薬品

医療行為

点検条件電子媒体請求

①受付・事務点検チェック

③

②

④

オンライン請求

①ＡＳＰによる
チェック

（受付・事務点検チェック）

コンピューターによるチェック

電子点数表

電子付せん
の貼付

（疑義付せん等）

職
員
に
よ
る
審
査
事
務

審
査
委
員
に
よ
る
審
査

審
査
委
員
会
に
よ
る
決
定

「支払基金サービス向上計画」の第 4次フォローアップ（平成 26 年度）より

診療科が特定され、専門的知識の習得が容易になり、的確な審査事務が可能

内科担当者

審査事務担当職員

外科担当者 整形外科担当者 産婦人科担当者 眼科担当者

審査委員と職員の連携強化

《より専門的に》

内科担当者
審査委員

眼科担当者
審査委員

外科担当者
審査委員

整形外科担当者
審査委員

産婦人科担当者
審査委員

職員が特定され審査事務のポイントや医学的知識の指示・指導が容易

審査委員会

第 77 回社会保障審議会医療保険部会　資料２より
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能
力
開
発
の
分
野
に
、
ハ

ネ
ム
ー
ン
効
果
な
る
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
ハ
ネ
ム
ー
ン
旅

行
の
感
激
も
、
日
常
生
活
に

戻
っ
て
二
週
間
も
す
れ
ば
忘

却
の
彼
方
へ
…
（
笑
）。
そ
れ

と
同
様
に
、
良
い
研
修
を
受

け
て
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

高
ま
り
「
よ
〜
し
、
心
機
一

転
！
」
と
い
う
気
分
に
な
っ

た
と
し
た
っ
て
、
そ
れ
が
持

続
す
る
の
は
せ
い
ぜ
い
二
週

間
く
ら
い
な
も
の
で
す
よ
…

と
い
う
意
味
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
職
員
と
の

接
点
に
お
い
て
も
、「
こ
れ
だ

け
は
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
」

と
い
う
先
生
の
熱
い
思
い
や
、

そ
れ
に
基
づ
く
当
院
の
ポ
リ

シ
ー
、
留
意
事
項
な
ど
は
、

何
度
も
何
度
も
、
折
を
み
て

繰
り
返
し
て
伝
え
続
け
る
こ

と
が
肝
心
。「
口
を
酸
っ
ぱ
く

し
て
言
う
」
と
い
う
慣
用
句

が
い
み
じ
く
も
示
す
と
お
り
、

扇
の
要
に
あ
る
人
に
と
っ
て
、

そ
れ
は
宿
命
と
し
て
割
り
切

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

「
こ
ん
な
イ
ロ
ハ
の
事
柄
を
、

い
っ
た
い
何
回
言
わ
せ
る
ん

だ
！
」

　
職
員
を
前
に
し
て
、
思
わ

ず
そ
ん
な
台
詞
を
口
に
し
た

く
な
る
瞬
間
も
あ
ろ
う
と
お

察
し
し
ま
す
。
私
自
身
、
名

門
の
誉
れ
高
き
ホ
テ
ル
ス

ク
ー
ル
で
、
接
客
の
プ
ロ
を

目
指
す
学
生
た
ち
の
専
任
教

官
を
し
て
い
た
頃
は
、
心
に

湧
き
上
が
る
そ
の
台
詞
と
の

せ
め
ぎ
合
い
で
し
た
。

　
服
装
や
髪
形
に
清
潔
感
を
。

背
筋
は
常
に
伸
ば
し
て
お
け
。

表
情
は
明
る
く
保
て
。
元
気

よ
く
挨
拶
せ
よ
…
。

　

一
年
生
の
一
学
期
に
は
、

そ
う
し
た
注
意
を
、
朝
か
ら

夕
方
ま
で
、
冗
談
抜
き
で
何

百
回
も
繰
り
返
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
も
、
毎
年
、

毎
年
…
。
で
、
い
つ
し
か
面

倒
に
な
っ
て
し
ま
い
「
ま
、

い
っ
か
…
」
と
い
ち
い
ち
目

く
じ
ら
を
立
て
る
回
数
が
無

意
識
の
う
ち
に
減
る
と
、
て

き
め
ん
に
、
顕
著
に
、
学
生

た
ち
の
タ
ガ
が
あ
ち
こ
ち
緩

ん
で
し
ま
う
の
で
す
。

　
名
古
屋
市
で
個
別
指
導
塾

を
経
営
す
る
坪
田
信
貴
氏

の
著
書
に
、『
学
年
ビ
リ
の

ギ
ャ
ル
が
一
年
で
偏
差
値
を

四
十
上
げ
て
慶
応
大
学
に
現

役
合
格
し
た
話
』
が
あ
り
ま

プロフィール
　明治大学法学部卒業後、広
告会社のコピーライターや国
内外でのホテル実務経験を経
て、仙台ＹＭＣＡ国際ホテル
専門学校の教官となり、のち
副校長。
　2001年、仙台市にインター
サーブ・ホスピタリティ開発
事務所を設立。ホスピタリ
ティ・マーケティングや能力
開発、職場のチーム力向上な
どに関するコンサルティング
を主業務とする。
　身内には、医師や看護師を
はじめ医療関係者が 20数名。

「ホスピタリティ発想と、

　スタッフの成長支援」

第 11話
何回言わせるんだ！

木
き
　島

しま
　　　上

たかし

ず
、
ま
た
、
減
点
後
、
遠
慮

し
て
萎
縮
し
た
診
療
を
行
え

ば
「
非
を
認
め
た
」
と
取
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
査
定
内
容
に
疑
問
が
あ
る

場
合
は
、
電
話
照
会
を
す
る

な
ど
、
同
じ
よ
う
な
査
定
を

繰
り
返
さ
な
い
こ
と
、
査
定

減
点
に
納
得
い
か
な
い
場
合

は
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
診
療
報
酬
改
定
で
対
応
が

求
め
ら
れ
る
時
期
で
す
が
、

青
本
の
算
定
要
件
に
則
っ
た

請
求
、
保
険
診
療
の
正
し
い

知
識
の
基
本
を
押
さ
え
た
上

で
、
請
求
の
際
、
気
に
な
る

場
合
は
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
る

な
ど
少
し
の
工
夫
を
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
直
接
聞
き
づ
ら
い
こ
と
や

疑
問
が
あ
っ
た
場
合
は
、
協

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
す
。
有
村
架
純
さ
ん
主
演
で

ヒ
ッ
ト
映
画
に
も
な
り
ま
し

た
。
こ
の
本
に
は
、「
何
回

言
わ
せ
る
ん
だ
！
」
と
い
う

心
の
叫
び
に
対
す
る
〝
回
答
〞

が
ズ
バ
リ
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
五
百
回
で
す
」
っ
て
。
英
作

文
に
お
い
て
重
要
な
四
項
目

を
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
に

何
回
伝
え
た
ら
完
璧
に
マ
ス

タ
ー
で
き
る
か
…
。
指
導
し

な
が
ら
統
計
を
取
っ
て
み
た

と
こ
ろ
、平
均
が
五
百
回
だ
っ

た
そ
う
で
。
む
べ
な
る
か
な
。

も
と
教
官
と
し
て
、
よ
〜
く

分
か
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
院
長
先
生
の

日
常
業
務
に
お
い
て
「
一
人

ひ
と
り
に
五
百
回
ず
つ
」
な

ん
て
い
う
の
は
、
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
そ
も

そ
も
、
学
習
塾
や
専
門
学
校

の
指
導
と
現
場
の
教
育
訓
練

で
は
、
事
情
が
異
な
り
ま
す
。

た
だ
、
四
回
や
五
回
伝
え
た

程
度
で
行
動
化
で
き
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
認
識
だ
け

は
、
新
た
に
し
て
お
き
た
い

も
の
で
す
ね
。
大
切
に
し
て

欲
し
い
事
柄
は
、
何
度
で
も
、

思
い
を
込
め
て
伝
え
る
。
そ

れ
に
尽
き
る
よ
う
で
す
。

　
第
六
話
で
、
理
念
と
行
動

基
準
を
明
示
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
お
伝
え
し
た
「
ク
レ
ド
」。

業
務
遂
行
の
拠
り
所
を
周
知
・

共
有
し
、
み
ん
な
の
ベ
ク
ト

ル
を
合
わ
せ
て
行
く
上
で
、

こ
れ
は
お
お
い
に
有
効
な
方

法
で
す
。「
ク
レ
ド
」
が
活
用

で
き
れ
ば
、
口
の
酸
っ
ぱ
さ

も
半
減
し
ま
す
か
ら
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
の
集
い
が

３
月
12
日
㈯
、
宮
古
市
市
民
文
化
会
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
協
会
も
賛

同
す
る
東
日
本
大
震
災
津
波
救
援
・
復

興
岩
手
県
民
会
議
の
主
催
で
、
県
内
外

か
ら
約
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
協
会
か
ら
は
小
野
寺
け
い
子
副
会
長

と
事
務
局
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
保
団
連
の
住
江
憲
勇
会
長

が
、
全
国
災
対
連
（
災
害
被

災
者
支
援
と
災
害
対
策
改
善

を
求
め
る
全
国
連
絡
会
）
代

表
委
員
と
し
て
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
講
演
で
は
齋
藤
徳
美
岩
手

大
学
名
誉
教
授
が
、
県
復
興

委
員
会
の
専
門
委
員
会
委
員

長
と
し
て
、
復
興
事
業
は
仕

事
（
生
業
＝
な
り
わ
い
）
を

興
す
こ
と
、
安
全
を
守
る
町

づ
く
り
を
基
本
と
し
て
進
め

る
べ
き
だ
と
提
言
し
て
き
た

こ
と
に
触
れ
、
復
興
が
進
ま

な
い
理
由
と
し
て
、
国
の
補

助
金
を
自
治
体
が
自
由
に
使

え
な
い
こ
と
、
集
団
移
転
の

住
民
同
士
の
合
意
形
成
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
、
都
市
計

画
・
土
木
・
建
設
専
門
ス
タ
ッ

フ
の
不
足
、
建
築
資
材
の
不

足
・
高
騰
な
ど
を
挙

げ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
移
転
費

用
の
負
担
を
ど
う
軽

減
す
る
の
か
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
形
成
を
ど

の
よ
う
に
図
っ
て
い

く
か
が
課
題
だ
と
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、

過
去
の
大
津
波
が
何

度
も
あ
っ
た
の
に
な

ぜ
６
千
名
も
の
犠
牲

者
を
生
ん
だ
の
か
検

証
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ま

し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
３

自
治
体
の
実
情
と
課
題
が
語

ら
れ
ま
し
た
。
宮
古
観
光
文

化
交
流
会
の
山
口
惣
一
氏
は
、

震
災
の
教
訓
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
の
被
災
地
ツ
ア
ー
を

積
極
的
に
誘
致
し
、
多
く
の

人
た
ち
に
足
を
運
ん
で
も
ら

い
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

　

釜
石
市
平
田
復
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
中
川
淳
氏

は
、
当
初
は
１
年
ほ
ど
で
自

宅
を
再
建
で
き
る
と
考
え
て

　
３
月
３
日
㈭
、
盛
岡
市
に

あ
る
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ

ン
の
「
ジ
ョ
ア
ン
ズ
キ
ッ
チ

ン
・
シ
ャ
ト
ン
」
で
女
性
部

主
催
の
ひ
な
ま
つ
り
夕
食
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
の
朝
は
久
し
ぶ
り
の

雪
で
し
た
が
、
研
修
医
の
先

生
を
含
め
７
名
が
「
盛
岡
短

角
牛
」
や
自
然
栽
培
の
野
菜

な
ど
、地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ

た
、
そ
の
名
も
「
イ
ワ
テ
リ

ア
ン
」
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
夕
食
会
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ

よ
り
歯
医
者
が
多
い
と
知
り

驚
い
た
医
科
の
先
生
に
、
歯

科
の
先
生
は
そ
れ
で
も
勤
務

医
を
探
し
て
い
る
歯
医
者
も

多
く
、
地
域
差
が
あ
る
と
話

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
人
の
発
達
障
害

や
ひ
き
こ
も
り
の
話
題
で
は
、

最
近
、
そ
う
い
う
患
者
さ
ん

が
み
ら
れ
る
と
い
う
先
生
が

多
く
、
そ
う
い
う
方
は
皆
、

薬
漬
け
で
、
原
因
を
見
極
め

な
い
と
ま
す
ま
す
悪
く
な
る

傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

　
女
性
部
で
は
、
定
期
的
に

こ
の
よ
う
な
集
ま
り
を
持
っ

て
い
る
の
で
、
女
性
の
会
員

の
先
生
方
は
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

夕食会のようす

　
地
元
の
良
質
な
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

　
〝
イ
ワ
テ
リ
ア
ン
〞
で
ひ
な
ま
つ
り
夕
食
会

齋藤徳美岩大名誉教授による講演の様子

震災を後世に伝える　たろう観光ホテル

い
た
が
、
市
の
区
画
整
理
計

画
が
遅
れ
て
い
る
た
め
未
だ

に
１
軒
も
再
建
で
き
て
お
ら

ず
、
再
建
を
あ
き
ら
め
た
住

民
が
増
え
て
い
る
と
訴
え
ま

し
た
。

　
陸
前
高
田
市
議
会
議
員
の

大
坪
涼
子
氏
は
、
仮
設
住
宅

の
住
民
と
と
も
に
集
団
移
転

の
た
め
移
転
先
の
地
権
者
交

渉
を
行
っ
た
こ
と
を
紹
介
。

自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち

で
、
市
民
の
意
見
に
よ
る
新

し
い
町
作
り
が
大
切
で
あ
る

と
述
べ
ま
し
た
。

  休業保障共済保険

 12 月 新規 3件、継続 1件
 給付金額　 2,652,000 円
 
  1 月 継続 1件
 給付金額　 1,430,000 円

  2 月 継続 1件、弔慰 1件
 給付金額 792,000 円
 弔慰 1,500,000 円

 ご加入の先生へ

　けがや病気で 6日以上お休みされる場合は、
事務局（019－651－7341）までご連絡くださ
いますようお願いします。

共 済 だ よ り

震災から５年 

なりわいと安全を守る町づくりを
被災地の課題と展望について交流



■　東北銀行、北日本銀行と協定融資制度がございます。詳しくはお問い合わせ下さい。FAX 019-651-7374 またはメール iwayou@doc-net.or.jp までお願いします。

 2016年４月５日 「第三種郵便物認可」 岩 手 県 保 険 医 新 聞 第 475 号   (4)
　

米
飯
の
前
に
野
菜
や
魚
・

肉
料
理
を
摂
る
こ
と
で
、
胃

の
運
動
を
緩
や
か
に
し
、
食

後
血
糖
値
の
上
昇
を
改
善
す

る
こ
と
が
、
関
西
電
力
医
学

研
究
所
の
グ
ル
ー
プ
の
研
究

で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

魚
や
肉
を
米
飯
よ
り
先
に
摂

取
す
る
と
Ｇ
Ｌ
Ｐ

－
１(

血
糖

を
上
げ
る
グ
ル
カ
ゴ
ン
の
分

泌
を
抑
え
、
胃
の
動
き
を
緩

や
か
に
し
て
、
食
後
の
血
糖

上
昇
を
抑
制
す
る
ホ
ル
モ
ン)

分
泌
が
亢
進
さ
れ
、
食
後
４

時
間
の
血
糖
値
の
上
昇
が
抑

え
ら
れ
、
血
糖
変
動
が
平
坦

化
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
回
の
研
究
で

は
Ｇ
Ｌ
Ｐ

－

１
分
泌
促
進
作
用

や
胃
排
出
時
間
の
延
長
効
果

は
、
魚
と
肉
で
同
等
で
し
た

が
、
肉
を
米
飯
の
前
に
摂
取

す
る
と
Ｇ
Ｉ
Ｐ
分
泌
が
強
く

促
進
さ
れ
る(

Ｇ
Ｉ
Ｐ
は
脂

肪
蓄
積
作
用
が
あ
る)

こ
と

も
明
ら
か
に
な
り
、
肉
の
場

合
、
摂
取
頻
度
や
量
が
過
剰

に
な
る
と
、
長
期
的
に
は
肥

満
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
従
っ

て
、
食
べ
る
順
番
に
配
慮
し

た
食
事
療
法
で
は
良
質
な
脂

を
積
極
的
に
摂
る
事
を
お
勧

め
し
ま
す
。
例
え
ば
、
ベ
ー

コ
ン
や
豚
バ
ラ
肉
よ
り
も
青

魚
の
脂
肪
に
多
く
含
ま
れ
る

Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
や
ゴ
マ
油
な
ど
が

お
勧
め
で
す
。

　
ま
た
、
食
べ
る
順
番
ダ
イ

エ
ッ
ト
は
咀
嚼
時
間
も
重
要

で
、
野
菜
か
ら
先
に
食
べ
る

効
果
を
充
分
に
得
る
た
め
に

は
５
分
間
野
菜
を
噛
み
続
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
毎
食

野
菜
を
食
べ
る
こ
と
の
重
要

性
と
、
バ
ラ
ン
ス
良
い
食
習

慣
を
身
に
つ
け
る
方
法
に
有

効
活
用
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。(

関
西
電
力
医
学
研
究

所
、関
西
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
参
照)

栄
養
士
か
ら
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

Ｇ
Ｌ
Ｐ

－

１
の
作
用
を
活
用
し
た

　
　
　
　

食
べ
る
順
番
ダ
イ
エ
ッ
ト

　
　

〜
野
菜
、
主
菜
、
主
食
の
順
に
〜

　
　
　
　

   

坂
の
上
野
田
村
太
志
ク
リ
ニ
ッ
ク

管
理
栄
養
士
　
平
　
舘
　
江
里
子

　
盛
岡
の
川
徳
近
く
に
評
判

の
お
蕎
麦
屋
さ
ん
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
打
ち
立
て

の
お
蕎
麦
を
３
種
類
か
ら
選

べ
ま
す
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
の
は
か

け
（
温
）
の
「
挽ひ

き
包ぐ

る

み
」

と
も
り
の
「
さ
ら
し
な
」、
え

び
天
皿
で
す
。
も
り
の
食
べ

比
べ
を
と
思
い
ま
し
た
が
、

寒
い
日
だ
っ
た
の
で
か
け
を

頼
み
正
解
。
体
が
ぽ
か
ぽ
か

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
挽
き
包
み
」
は
蕎
麦
の
実

す
べ
て
、
甘
皮
も
一
緒
に
挽

き
包
ん
だ
も
の
で
、
蕎
麦
の

香
り
が
楽
し
め
ま
す
。
細
い

お
蕎
麦
で
す
が
、こ
し
は
し
っ

か
り
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
「
さ
ら
し
な
」
は
実
の
中
心

部
15
％
し
か
取
れ
な
い
純
白

の
お
蕎
麦
で
す
。
く
せ
が
な

く
、
さ
ら
っ
と
食
べ
ら
れ
、

こ
ち
ら
も
こ
し
が
し
っ
か
り

223

【
日
　
時
】

　
　
２
０
１
６
年

　
　
　
２
月
16
日
㈫

　
19
：
30
〜
21
：
25

【
場
　
所
】

　

 

フ
コ
ク
生
命
ビ
ル　

会
議
室

【
出
席
者
】

　
　
役
員
、事
務
局
併
せ
て

13
名　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

１
、 

２
０
１
６
年
１
月
期

活
動
報
告
並
び
に
２

０
１
６
年
２
〜
３
月

理
事
会
だ
よ
り 

２
月

えび天皿（378円）と
「挽

ひ
き包
ぐる
み」のかけ（378円）

期
活
動
計
画
が
承
認
さ

れ
た

２
、 

総
会
記
念
講
演
の
講
師

が
決
定
し
た

３
、 

プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命

保
険
の
個
人
保
険
集
団

扱
い
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
た

４
、 

各
細
則
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
た

５
、 

新
点
数
検
討
会
に
お
け

る
書
籍
販
売
、参
加
資
格

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た

医
科在

宅
医
療

Q　

在
宅
患
者
訪
問
診
療

料
は
算
定
せ
ず
、
往
診
料

だ
け
算
定
し
て
い
る
患
者

社 保 だ よ り

点数Ｑ＆Ａ
－請求等のご質問について
　調べてお答えしております－

さ
ん
が
死
亡
し
た
場
合
、

在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加

算
や
看
取
り
加
算
は
算
定

可
能
か
。

A　

算
定
不
可
で
す
。
在

宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算

や
看
取
り
加
算
は
、
計
画

的
に
訪
問
し
患
者
さ
ん
を

管
理
し
て
い
る
こ
と
に
対

す
る
加
算
に
な
る
の
で
、

往
診
の
み
の
場
合
は
死
亡

診
断
加
算
だ
け
と
な
り
ま

す
。　
　
（
国
保
連
よ
り
）

Q　

在
宅
自
己
注
射
指
導

管
理
料
に
つ
い
て
。
イ
ン

ス
リ
ン
自
己
注
射
の
注
入

器
用
注
射
針
加
算
が
算
定

で
き
る
の
は
ど
の
よ
う
な

場
合
か
。

A　

針
加
算
が
算
定
で
き

る
の
は
、
万
年
筆
型
イ
ン

ス
リ
ン
注
入
器
＋
針
＋
薬

剤
、
注
入
器
一
体
型
キ
ッ

ト
製
剤
＋
針
、
デ
ィ
ス

ポ
ー
ザ
ブ
ル
注
入
器
の
針

な
し
注
入
器
＋
針
＋
薬
剤

の
場
合
に
な
り
ま
す
。

検
　
査

Q　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
ィ
ル
ス
検
査
を
月
２
回

行
っ
た
場
合
で
も
、
そ
れ

ぞ
れ
算
定
可
能
か
。

A　

可
能
で
す
。
た
だ
し
、

判
断
料
は
月
１
回
の
み
の

算
定
と
な
り
ま
す
。

投
　
薬

Q　

特
定
疾
患
処
方
管
理

加
算
に
つ
い
て
。
難
病
患

者
が
来
院
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
難
病
の
投
薬

を
処
方
し
た
場
合
に
加
算

は
算
定
可
能
か
。

A　

通
知
に
は
「
生
活
習

慣
病
等
の
厚
生
労
働
大
臣

が
別
に
定
め
る
疾
患
を
主

病
と
す
る
患
者
に
つ
い
て

…
」
と
あ
り
、
編
注
に
は

「
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
疾
患
は
、
Ｂ
０
０
０
特

定
疾
患
療
養
管
理
料
の
対

象
疾
患
と
同
一
で
あ
る
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

難
病
が
特
定
疾
患
療
養
管

理
料
の
対
象
疾
患
で
あ
れ

ば
算
定
可
能
で
す
。

介
護
保
険

Q　

有
床
診
療
所
の
介
護

療
養
型
病
床
に
入
院
し
て

い
る
患
者
さ
ん
に
レ
ン
ト

ゲ
ン
か
Ｃ
Ｔ
撮
影
を
行
い

た
い
が
、
画
像
診
断
料
の

算
定
は
可
能
か
。

A　

認
知
症
病
床
以
外
の

介
護
療
養
型
病
床
の
場

合
、
医
療
保
険
に
よ
る
画

像
診
断
料
の
算
定
は
可
能

で
す
。
た
だ
し
、
エ
ッ
ク

ス
線
診
断
料
の
単
純
撮
影

に
係
る
点
数
は
別
に
算
定

で
き
ま
せ
ん
。

盛
岡
市
大
沢
川
原

　
　
　
１
ー
１
ー
１
６

℡
０
１
９

　（
６
５
２
）
０
８
０
８

営
業
時
間

　
11
：
00
〜
20
：
30

　
　（
Ｌ
Ｏ
20
：
00
）

　
　
　
※
蕎
麦
が
無
く
な
り
次
第

　
　
　
　
終
了
の
場
合
あ
り

定
休
日
　
日
曜
・
祝
日

味処

やまや
盛岡市

「さらしな」のもり（378円）

し
て
い
ま
す
。

　
え
び
天
皿
に
は
、
ぷ
り
ぷ

り
の
え
び
、
肉
厚
の
し
い
た

け
、
甘
い
か
ぼ
ち
ゃ
、
昆
布
！

と
、
旨
味
た
っ
ぷ
り
で
サ
ク

サ
ク
で
し
た
。

　
最
後
に
熱
々
の
そ
ば
湯
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
だ
っ
た

ん
蕎
麦
粉
入
り
の
そ
ば
湯
で

大
満
足
で
お
店
を
後
に
し
ま

し
た
。

　
お
蕎
麦
は
１
枚
３
７
８
円

と
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
の
で
、

食
べ
比
べ
で
き
る
の
が
嬉
し

い
で
す
。
夜
は
ぬ
き

4

4

や
単
品
、

蕎
麦
そ
の
も
の
を
肴
に
お
酒

も
味
わ
え
ま
す
。

　
３
月
３
日
㈭
、
杜
陵
地
区

福
祉
推
進
会
か
ら
要
望
が
あ

り
、
杜
陵
地
区
町
内
会
員
・

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
42
人
を
対

象
に
健
康
教
室
を
行
い
ま
し

た
。
盛
岡
市
の
か
な
ざ
わ
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
金
澤
格
先

生
が
講
師
を
務
め
、「
肺
炎
（
風

邪
）」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

し
た
。

　
金
澤
先
生
は
始
め
に
、
季

節
的
に
流
行
っ
て
い
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
経
路
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
風
邪
と
肺
炎
と
の
違
い
、

予
防
の
た
め
に
は
口
腔
内
を

き
れ
い
に
す
る
こ
と
や
抵
抗

力
を
高
め
る
こ
と
、
タ
バ
コ

を
や
め
る
こ
と
な
ど
が
重
要

と
話
し
、
肺
炎
に
な
る
と
急

激
に
症
状
が
進
む
こ
と
か
ら

予
防
が
大
切
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
特

徴
、
最
近
多
い
高
齢
者
の
喘

息
に
つ
い
て
説
明
し
、
気
に

な
る
症
状
が
あ
れ
ば
受
診
す

る
よ
う
す
す
め
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
を

蕎麦喰い処

チ
ン
に
も
触
れ
、
ワ
ク
チ
ン

の
種
類
や
効
果
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
、
家
の
中
は

全
て
暖
房
し
て
暖
か
く
し
て

い
る
が
、
く
し
ゃ
み
が
良
く

出
る
の
は
ど
う
し
て
か
、
喫

煙
者
に
た
ば
こ
を
や
め
さ
せ

る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か

な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

お話する金澤格先生

健
康
教
室
開
催


